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はじめに 

 

今回計画されている「イオン堺鉄砲町ショッピングセンター（仮称）開発事業」は、堺区

鉄砲町の工場跡地に、イオンリテール株式会社が大型商業施設の開発を行おうとするもので

ある。 

本事業に係る環境影響評価準備書については、堺市環境影響評価条例に基づく手続として、

平成 24年 12月 20日に堺市長に提出され、その後、同年 12月 26日から平成 25年 2月 15

日まで一般の縦覧に供されるとともに、意見書の受付が行われた。また、平成 25年 1月 15

日には事業者による住民説明会が開催されるとともに、同年 4月 24日には公聴会が開催さ

れた。 

当審査会は、堺市環境影響評価条例に基づき、平成 25年 3月 15日に堺市長から諮問を受

けた。 

本検討結果は、当審査会が堺市長から専門的事項に係る環境の保全の見地からの意見を求

められた本事業に係る環境影響評価準備書の内容について、同準備書に対し提出された意見

書の内容や公聴会で述べられた意見も参考に、専門的な観点から慎重かつ厳正に調査・検討

した結果を取りまとめたものである。 

 

 

平成 25年 7月 9日 

堺市環境影響評価審査会 

会長  池田 敏雄 
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Ⅰ 事業計画等の概要 
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Ⅰ 事業計画等の概要 

 

1 対象事業の名称、種類及び規模 

名 称 ： イオン堺鉄砲町ショッピングセンター（仮称）開発事業 

種 類 ： 堺市環境影響評価条例別表第 20号に掲げる道路の路面外に設置される 

自動車の駐車のための施設の新設の事業 

規 模 ： 駐車台数 約 2,300台 

 

2 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

事業者の名称 ： イオンリテール株式会社 

代表者の氏名 ： 代表取締役 梅本 和典 

事務所の所在地 ： 千葉市美浜区中瀬 1丁目 5番地 1 

 

3 対象事業の目的 

本事業の目的は、工場跡地が有する恵まれた立地条件を最大限に生かし、設定した４

つの開発テーマにより、地域の人々に愛され、地域とともに発展していくまちづくり型

のショッピングセンターを建設するものであるとされている。 

 

≪開発テーマ１： 地域と共に生きるまちづくり≫  

・地域の住民に開かれたまちづくりをめざします 

・地域に活気が生まれるようなまちづくりをめざします 

・まちづくりを通じて生活環境の改善と向上をめざします 

≪開発テーマ２： 安全・安心なまちづくり≫ 

・スーパー堤防（堤体の強度向上、越流による堤体破損の軽減化等）の堤体の強

度低下を招かないことを前提として（水道（みずみち）を作らない等）、本商業

施設とスーパー堤防が融合・一体化した整備を進めます 

・緊急時における一時避難地としての施設の利用、避難生活用の物資の提供をし

ます 

・高齢者も安心して訪れることのできるまちづくりをめざします 

≪開発テーマ３： 環境を大切にするまちづくり≫ 

・地球環境問題に積極的に取り組むまちづくりをめざします 

・人の目線に立った、親しみやすいまちづくりをめざします 

≪開発テーマ４： 赤煉瓦建物を活かした観光まちづくり≫ 

・赤煉瓦建物を中心に、地域の観光拠点づくりをめざします 

・赤煉瓦建物では、さまざまな文化活動ができるような利用をめざします 
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4 事業計画の概要 

(1) 対象事業実施区域 

対象事業実施区域は、大阪府堺市堺区鉄砲町及び南島町一丁地内である。 

対象事業実施区域は南海本線七道駅の北西に位置する工場跡地であり、西側は堺市西

部を南北に貫通する国道 26号に面し、向かい側は、富士フイルムや日本フィルター工

業の工場跡地となっている。北側は大和川左岸を東西に通る予定の阪神高速大和川線

の用地となっている。また、東側は南海本線の高架壁・土盛を挟んでマンションや市

営住宅となっている。南側は市道三宝高須線に面しており工場、事業場、住宅の混在

する地域となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4-1 事業計画地 

（準備書を基に作成※） 

 

 (2) 事業の実施時期 

事業の実施時期は、次のとおり予定されている。 

着工：平成 25年 

竣工：平成 26年 

供用開始：平成 26年末頃 

                                            
※ 以下、本資料で使用している図表は、特に断りのない限り、準備書及び事業者提出資料から抜粋又は一

部加工して作成したものである。 
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(3) 施設計画 

施設計画の概要は、次のとおりとされている。 

 

表 1-4-1 施設計画の概要 

名称 イオン堺鉄砲町ショッピングセンター（仮称）開発事業 

立
地
場
所
の
概
要 

位置 大阪府堺市堺区鉄砲町及び南島町一丁地内 

開発区域面積 約 10.3ha 

地域、地区 工業地域 

区域の指定 都市計画区域内（市街化区域） 

建ぺい率 60% 

容積率 200% 

施
設
の
概
要 

建築面積 約 39,000ｍ2 

延床面積 約 140,500ｍ2(簡易立駐含む) 

階数 5階建（一部搭屋） （屋内駐車場を含む） 

構造 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造 

主な用途 量販店、物販専門店、飲食・サービス、アミューズメント施設 

駐車台数 約 2,300台 

駐輪台数 約 2,700台（自動二輪置場含む） 

開店予定 平成 26年末頃（予定） 

営業時間 

営業日数 

9:00～23:00 

365日（無休） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4-2 施設配置計画案 
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図 1-4-3 施設立面図 

①東側より望む 

②西側より望む 

③南側より望む 

④北側より望む 

③ 

④ 

② 

① 
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(4) 交通計画 

本事業の供用に伴い発生する施設関連車両は、次に示すとおり、来退店車両台数は休

日で乗用車 10,032台/日、自動二輪 836台/日、バスは 56台/日、搬入車両・廃棄物収

集車両台数は大型車 36台/日、小型車 170台/日と想定されている。なお、従業員の通

勤は公共交通機関の利用及び自転車・徒歩と想定されている。 

工事中では、工事用車両の通行が最大となる時期の大型車（資材運搬車及び生コン車

等）は 260台/日、小型車（通勤車両等）は 504台/日程度と想定されている。 

 

表 1-4-2 関連車両 

用途 
施設関連車両 

工事用車両 
来退店車両 バス 搬入車両・廃棄物収集車両 

車種 乗用車 自動二輪 大型車 
大型車 

（4t以上） 

小型車 

(4t未満) 

大型車 小型車 

台数 10,032 836 56 36 170 260 504 

注 1)来退店車両は休日の台数 

  2)自動二輪は、原付を含む 

 

また、関連車両の動線は次のとおり設定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4-4 関連車両動線図(1) 

 

単位：台/日 

 

事業計画地 

0 100 500m 

 来店車両動線 
東方面来店車両 

西方面来店車両 

南方面来店車両 

北方面来店車両 この地図は、堺市発行の 10,000分の 1地形図を複製したものである。 

 

この地図は、堺市発行の 10,000分の 1地形図を複製したものである。 

事業計画地 

0 100 500m 

 退店車両動線 
東方面退店車両 

西方面退店車両 

南方面退店車両 

北方面退店車両 
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図 1-4-4 関連車両動線図(2) 

 

(5) 工事計画 

概略工事工程は、次に示すとおり 15カ月が計画されている。 

 

表 1-4-3 概略工事工程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図は、堺市発行の 10,000分の 1地形図を複製したものである。 

事業計画地 

0 100 500m 

搬入搬出・ 
廃棄物収集車両動線 

走行ルート（入出庫） 
 

 

この地図は、堺市発行の 10,000分の 1地形図を複製したものである。 

事業計画地 

0 100 500m 

工事用車両動線 
走行ルート（入出場） 

工事開始からの月数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

準備工・土工事
基礎工事
躯体工事

仕上工事（内外装）
外構工事

アンダーパス工事



- 7 - 

 

5 環境配慮の内容 

本事業で実施するとされている主な環境配慮の内容は以下のとおりである。 

 

(1) 施設の存在・供用時 

 ① 全般事項 

・建築物総合環境性能評価システム（CASBEE）等の客観的な評価基準により建築物の総

合的な環境配慮の取り組みを評価し、目標をＳランクとする。 

② 交通対策 

［来客車両の誘導及び搬入・廃棄物収集車両の走行ルート］ 

・来客車両、搬入車両の走行ルートは主に幹線道路を利用する。 

・来店車両について、来店ルートの周知・案内の徹底、広域誘導の徹底、交通誘導員の

駐車場内、車両出入口等への配置等を行う。 

［渋滞対策］ 

・鉄砲町北交差点において、南方面からの来店車両の右折による滞留・渋滞を回避する

ために、国道 26号西側にアンダーパスを建設する。 

・国道 26号の下り方面（南行き）と市道三宝高須線において、円滑な入出庫を図るため

に敷地をセットバックし、敷地周辺の車線数を国道 26号の下り方面では 2車線から 3

車線に、市道三宝高須線では 2車線から 4車線に増やすとともに、歩道の再整備を行

う。 

・周辺道路への影響を抑えるため、場内滞留スペース等により十分な滞留スペースを確

保する。 

・敷地内での自動車の滞留が発生すると予測される場合は、駐車場内に設置している入

場・退場ゲート（発券機・精算機）を開いた状態にするとともに、誘導員による適切

な誘導・案内により敷地内での自動車の滞留を回避する。 

・広域での誘導看板等を適切な位置に表示することにより、適切な入口に誘導する。ま

た、場内では、交通誘導員の配置、案内標識、誘導表示器等により、空き駐車スペー

スまたは方面別出口へ適切かつ迅速に誘導を行う。 

・公共交通機関の利用を促進するべく、チラシ配付や館内放送、ポスター以外に公共交

通機関利用者への特典の付与などを行う。 

・鉄砲町地区の大型商業施設への来客者（PiTaPa利用の阪堺線、南海電車、バスなどの

公共交通利用者）に対し、運賃の補助・還元を行う。 
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図 1-5-1 敷地周辺の道路改良、専用通路の設置等による交通混雑に対する軽減策 

 

 

アンダーパス 

敷地をセットバックし

車線数を増やすととも

に、歩道を再整備する 
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③ 大気汚染防止対策 

・啓発ポスターの掲示、搬入車両への周知・徹底等によりアイドリングストップの推進

に努める。また、駐車場には「アイドリングストップ」等の看板を設置し、「エコドラ

イブ」を推奨する。 

・外部委託先への低公害車の導入やグリーン配送の協力要請を行う。 

・配送の集約化等により、場内を走行する搬入車両台数の削減に努める。 

④ 騒音・振動対策 

・配送の集約化等により、場内を走行する搬入車両台数の削減に努める。 

・騒音源となる設備機器、開口部は住居近傍に設置しないよう努めるとともに、設備機

器はできる限り屋内に設置する。また騒音が懸念される場合には周辺に防音壁を設置

するなど、十分な対策を講じる。 

・荷さばき場及びごみ保管庫の位置は周辺住宅地との位置関係に注意を払うとともに、

遮音壁や屋根など防音対策も行う。 

⑤ 低周波音防止対策 

・設備の振動（がたつき等）による低周波音が発生しないよう機器の固定を適切に行う。 

・室外機、送風機、排風機、高圧受変電設備及び冷却塔については、低周波音の発生の

少ない構造の機器を採用する。 

・低周波音源となる設備機器や開口部は住宅側に設置しないよう努めるとともに、機器

はできる限り室内に設置する。 

⑥ 悪臭対策 

・食品残渣等の生ごみについては、十分な保管容量を持った保冷式の廃棄物保管庫を設

置し、適切に温度を管理する。 

・惣菜加工室等の排気口からの臭気については、排出口を屋上に設置し、拡散を助長す

るとともに、設置位置や排出方向を考慮し、悪臭の影響を軽減する。 

⑦ 日照阻害、電波障害及び風害対策 

・できる限り高層化を避ける。 

⑧ 光害対策 

・照明は直接光が敷地外へ届かない照明設備の使用・配置とする。 

・平面駐車場での照明は照明設備のフードなどを被せ、足元のみを照らす照明を採用す

るとともに、案内表示や屋内照明には出来る限りＬＥＤを用いる。 

⑨ 景観対策 

・建築物は高層化を避け、周辺の景観との調和の取れたデザイン、色調とする。 

・歩道、植栽などの連続した空間を確保し、調和のとれた魅力のあるまちなみの形成に

努める。 

・敷地境界沿いに緑地帯を設け、高木及び低木を組み合わせて配置する。 

・看板、屋外広告物などについては、建築物やまちなみとの調和に配慮する。 
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⑩ 廃棄物対策 

・簡易包装の推進により、梱包材やレジ袋の使用量の削減に努める。 

・マイバスケット・マイバック持参運動を推進することによって石油の使用量削減や、

家庭でのレジ袋廃棄量削減などに配慮する。 

・リターナブルコンテナの導入により、流通段階での廃棄物を抑制する。 

・牛乳パック、廃電池等を積極的に回収し、契約処理業者にて再資源化、再利用する。 

・食品廃棄物の炭化処理とそのカスケード利用等による食品廃棄物のリサイクル率のさ

らなる向上にむけた取り組みを推進する。 

⑪ 温室効果ガス対策 

・冷却水ポンプ、冷水ポンプの台数制限、インバータ制御を行う。インバータ制御が可

能な空調機、空冷ヒートポンプパッケージ等を採用する。また、冷暖房は適切な温度

を設定するとともに、エネルギー管理システムの採用により無駄な運転の防止に努め

る。 

・太陽光パネルを設置し、自然エネルギーの利用に努める。 

・電気自動車の充電設備を設置する。 

・太陽熱や地中熱などの再生可能エネルギーの利用や、事業計画地周辺事業所における

未利用エネルギー等、先進的な CO2排出削減対策についても、その導入の可能性を検討

する。 

 

(2) 工事中 

 ① 全般事項 

・阪神高速大和川線の新設ランプ工事および大和川大橋南行車道部の 3車線化工事の遅

れや延長等により、本事業の工事と重なることとなった場合は、複合的な影響が考え

られることについて配慮する。 

② 交通関係 

・工事用車両の走行ルートは主に幹線道路を利用する。 

・適切な工程管理により、工事の平準化および資材搬入車両等の集中回避、台数削減等

の対策に努める。 

③ 大気汚染防止対策 

・最新の排出ガス対策型建設機械を可能な限り採用する。 

・工事区域外周に、鋼製の仮囲い（高さ 3m）を設置する。 

・適切な工程管理による工事の平準化および工事用車両等の集中回避、台数削減に努め

る。 

・工事用車両が一時期に集中することによる高濃度の出現を極力回避するため、一般車

両の渋滞時間帯での工事用車両の運行の調整や工事用車両の幹線道路の利用を推進す

る。 
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・粉じん飛散防止対策として、屋外では散水車等による場内散水、ダンプトラック等の

タイヤ洗浄、荷台シートカバー掛けを実施する。建物躯体内部では静電掃除機等によ

る清掃を徹底する。 

・構造物の塗装には、可能な限り水性塗料等の低ＶＯＣ塗料を使用するよう、工事業者、

塗装業者に要請する。 

④ 騒音・振動対策 

・工事区域外周に、鋼製の仮囲い（高さ 3m）を設置する。 

・最新の低騒音型・低振動型の建設機械・工法を可能な限り採用する。 

・工事用車両が一時的に集中することによる騒音レベルの上昇を極力回避するため、ま

た、一般車両による渋滞時間帯等を考慮し、搬出入の時間帯を調整する。 

⑤ 廃棄物対策 

・工事区域内で型枠材を再利用し、木屑の発生を抑制する。 

・造成工事による残土については、躯体・基礎の上部等の埋め戻し材として再利用する

ほか、植栽土壌として性状が適合する場合は植栽マウンドとしても利用し、事業計画

地外への排出量を低減することを基本とする。 

・掘削残土の搬出を行う場合は、搬出先として、他事業での再利用、同一施工会社他現

場での再利用について検討する。残土処分場に搬出する場合は、処分場どうしのネッ

トワークによって二次的に再使用されるよう要請を行う。 

・解体の際に発生する廃棄物の減量化、リサイクルが容易にできる材料を選定する予定

である。 

⑥ 温室効果ガス対策 

・低燃費型の建設機械を可能な限り採用する。 

・燃費の良い車種、小型車、低公害車を可能な限り導入する。 

・貨物自動車における積載率の向上、小型車等の乗車率の向上により、自動車台数の削

減に努める。 

⑦ 廃水処理対策 

・建設工事に伴って発生する濁水については、濁水処理等を行った後、下水道に放流す

る。排水処理に伴って生じる処理残渣の適切な処分や排水処理施設の適切な維持管理

を行う。 

・ミキサー車の洗浄に伴う排水については原則持ち帰り、適切に処理する。 
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6 環境影響評価項目の選定 

環境影響評価項目は、次のとおり選定されている。 

 

表 1-6-1(1) 環境影響評価項目 

環境要素 環境影響要因の内容 

選定する理由・選定しない理由 

 

小項目 

施
設
の
存
在 

施
設
の
供
用 

工
事
の
実
施 

建
築
物
の
存
在 

施
設
の
供
用 

施
設
関
係
車
両
の
走
行 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

建
設
機
械
の
稼
働 

大気質 

環
境
基
準

設
定
項
目 

二酸化窒素  ○ ○  ○ ○ 工事用車両の走行、建設機械の稼働及び施設の供用に伴う

施設関係車両等の走行（事業計画地内及び沿道）により発

生する排出ガスの影響が考えられることから、環境影響評

価項目として選定する。 

浮遊粒子状

物質 
 ○ ○  ○ ○ 

その他       

水質・底質 

生活環境項目       建設工事中に発生する排水については、濁水処理等を行っ

た後、公共下水道に放流する。また、施設の供用に伴う排

水は公共下水道に放流する。よって、公共用水域への排水

の放流は行わないことから、環境影響評価項目として選定

しない。 

健康項目       

特殊項目       

その他       

地下水 

生活環境項目       工事中及び供用後において、地下水を汚染するような工法、

行為及び施設設置を行わないため、地下水汚染は考えられ

ないことから、環境影響評価項目として選定しない。 
健康項目       

その他       

騒音 騒音  ○ ○  ○ ○ 

工事用車両の走行、建設機械の稼働及び施設の供用に伴う

空調設備等の稼働及び施設関係車両の走行により発生する

騒音の影響が考えられることから、環境影響評価項目とし

て選定する。 

振動 振動   ○  ○ ○ 

工事用車両の走行、建設機械の稼働及び施設関係車両の走

行により発生する振動の影響が考えられることから、環境

影響評価項目として選定する。なお、配慮計画書では施設

の供用も評価項目として選定していたが、施設計画がほぼ

決定し、建物から敷地境界まで十分な余裕があることや大

きな振動源はなく振動源になる可能性のある機器も大半が

上層階に設置される計画であることから、環境影響評価項

目として選定しない。 

低周波音 低周波音  ○     

施設の供用に伴う空調設備等の稼働により発生する低周波

音の影響が考えられることから、環境影響評価項目として

選定する。 
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表 1-6-1(2) 環境影響評価項目 

環境要素 環境影響要因の内容 

選定する理由・選定しない理由 
 小項目 

施
設
の
存
在 

施
設
の
供
用 

工
事
の
実
施 

建
築
物
の
存
在 

施
設
の
供
用 

施
設
関
係
車
両
の
走
行 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

建
設
機
械
の
稼
働 

悪臭 
特定悪臭物質       食品を取り扱うスーパーや飲食店も計画されており生ごみ

を一時保管するため、それに伴う悪臭が考えられることか

ら環境影響評価項目として選定する。 臭気濃度又は臭気指数  ○     

地盤沈下 地盤沈下       

地下掘削工事においては、遮水性の高い土留壁を構築する

こと等により側方及び下方からの地下水の発生を抑制する

ため、地下水位の低下及びそれに伴う地盤沈下が生じるお

それはない。また、供用時においても地下水のくみ上げは

行わないことから、環境影響評価項目として選定しない。 

土壌汚染 

環境基準設定項目       
本事業計画地は、土地所有者により土壌汚染の調査、汚染

の除去が既に行われた土地である。また、本事業の計画で

は商業用地として利用する予定である。従って事業計画地

内で土壌汚染を伴うような物質の利用は一切なく土壌への

影響はないことから、環境影響評価項目として選定しない。 
その他       

日照阻害 日照阻害 ○      
建築物の存在による日照への影響が考えられることから、

環境影響評価項目として選定する。 

電波障害 テレビ電波障害 ○      
建築物の存在によるテレビジョン電波受信への影響が考え

られることから、環境影響評価項目として選定する。 

風害 風向・風速       
高層建築物でないことから、環境影響評価項目として選定

しない。 

光害 光害  ○     
駐車場の照明や看板の照明による影響が考えられることか

ら、環境影響評価項目として選定する。 

ｺﾐｭﾆﾃｨの分断 ｺﾐｭﾆﾃｨの分断       
本計画地は工場の跡地であり面積も増加せず、新たに地域

を分断するような計画ではないことから、環境影響評価項

目として選定しない。 

気象 
風向・風速       高層建物ではなく、かつ大規模な地形の改変も伴わないこ

とから、環境影響評価項目として選定しない。 
気温       

地象 地形、地質、土質       
地下掘削工事により地形・地質の状況を著しく変化させな

いことから、環境影響評価項目として選定しない。 

水象 

河川       事業による河川等の改変はなく、排水は公共用水域には放

流しないことから、環境影響評価項目として選定しない。 
ため池       

地下水       

海域       
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表 1-6-1(3) 環境影響評価項目 

環境要素 環境影響要因の内容 

選定する理由・選定しない理由 
 小項目 

施
設
の
存
在 

施
設
の
供
用 

工
事
の
実
施 

建
築
物
の
存
在 

施
設
の
供
用 

施
設
関
係
車
両
の
走
行 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

建
設
機
械
の
稼
働 

陸域生態系 

陸生動物       事業計画地は市街地に位置し、動物・植物の生息・生育環

境を改変しない計画であることから、環境影響評価項目と

して選定しない。 
陸生植物       

淡水生物       

陸域生態系       

自然景観 自然景観 ○      
大和川北側からの景観に変化を与える可能性があることか

ら、環境影響評価項目として選定する。 

人と自然との

触れ合い活動

の場 

人と自然との触れ合

い活動の場 
  ○    

事業計画地は市街地に位置し、レクリエーション施設等の

消滅・改変はない。しかし、供用時には交通量の増加によ

り大和川の堤防や都市公園の利用時のアクセスルートに影

響を与える可能性があり、環境影響評価項目として選定す

る。なお、配慮計画では工事の実施時に評価項目として選

定していたが、工事用車両は市道築港南島線を経路としな

い計画としたため、大和川の堤防や都市公園の利用時のア

クセスルートに影響はないことから、環境影響評価項目と

して選定しない。 

景観 
都市景観 ○      建築物の存在による景観の変化が考えられることや敷地内

に明治時代に建てられた赤煉瓦建築があることから、環境

影響評価項目として選定する。 歴史的・文化的景観 ○      

文化財 
有形文化財等       事業計画地には指定文化財はなく、また事業計画地は周知

の埋蔵文化財包蔵地ではないことから、環境影響評価項目

として選定しない。 埋蔵文化財       

地球環境 

地球温暖化  ○ ○  ○ ○ 
工事中の建設機械の稼働や工事車両の走行、並びに供用時

における計画建物の熱源施設稼働等のエネルギーの使用や

施設関係車両の走行にともなう二酸化炭素の排出が考えら

れることから、環境影響評価項目として選定する。 
オゾン層の破壊       

廃棄物、発生土 

一般廃棄物  ○     土地の改変等に伴う建設副産物及び残土の発生、施工時の

建設廃棄物の発生、施設の供用に伴う廃棄物の発生が考え

られることから、環境影響評価項目として選定する。 
産業廃棄物    ○   

発生土    ○   

安全 

高圧ガス       施設関係車両や工事用車両の走行による交通量増加が見込

まれることから、環境影響評価項目として選定する。 
危険物等       

交通   ○  ○  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 準備書に対する意見書等及び事業者の見解の概要 
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Ⅱ 準備書に対する意見書等及び事業者の見解の概要 

 

1 準備書に対する意見書及び当該意見書に対する事業者の見解の概要 

意見書の概要 事業者の見解の概要 

○本準備書では、堺環濠都市等の歴史的環境への

影響について考慮された形跡がほとんど見えな

い。 

○東からのアクセス道路である三宝高須線の一部

は、旧環濠を埋め立ててできたものであり、50 

年後、100 年後を視野に入れたまちづくりを考

えた場合、環濠復活の可能性も考えられるため、

その時に支障となるような結果を招かないよう

十分留意して開発すべきである。 

○「北旅籠町周辺の古い町並み」の環境は当該事

業の影響をもろに受ける地域であるが、準備書

にはその問題に対する認識が全く欠如してい

る。 

 

○生活道路への来店車両の流入は、環濠都市北部

地域の歴史的町割りの中へ大量の車が流入する

事を意味し、住民の命が危険にさらされると共

に、その歴史的環境をも危険にさらすことを意

味している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○私たち住民は、今、50年後、100 年後を見据え

て、歴史的景観・環境を活かしたまちづくりを

考えている。よって、当該事業主体は、本開発

事業期間中、本ショッピングセンター撤退後の

50 年先、100年先の歴史的環境や、まちづくり

に悪影響を与える行為は厳に慎むべきである。

また、止むを得ない場合でも、歴史的環境に与

える悪影響を最小限にとどめるよう、事業者の

努力とともに、堺市の責任ある指導が切に求め

られる。 

○本事業計画地には化学工場が設立されて既に

100年以上経ており、事務所棟以外にも多くのプラ

ント設備が立地していた。用途地域も北側と西側

は工業地域、南側は準工業地域や近隣商業地域、

東側は市道三宝高須線側の南側地域が準工業、大

和川に近い北側地域が第 1種住居地域という用途

地域となっている。これらのことから本事業計画

地は既に工場や事業場が立地する条件は整ってい

るものと考える。さらに現在も旧環濠周辺地域と

本事業計画地の間には南海本線の高架や七道駅が

あり、北旅籠町を含む旧環濠周辺からの景観に大

きな変化を与えるものではないと考える。 

 

 

○周辺の生活道路への来店車両の進入対策につい

ては、広域交通誘導看板の設置をはじめパンフ

レットや店内放送、店内掲示等多様な媒体を使

い、来店・退店ルートについて周知を図るとと

もに、公共交通機関利用者への特典の付与等に

よる全体の交通量の削減を図る。 

○周辺道路の改良については、敷地セットバック

による車線数の増強、アンダーパスの設置など

により国道26号や市道三宝高須線等の幹線道路

から少しでもスムーズに入店できるよう配慮す

る。 

○地元 5校区自治会と開発事業者が共に参画する

地域対策協議会が既に発足しており、単にガー

ドマンによる交通整理を行うのではなく、地元

との協議に基づいて生活道路への進入防止策の

検討・実施、事後のモニタリングとフィードバ

ックを行っていく。 

○これらの対策により生活道路への進入を回避さ

せていきたいと考えている。 

 

○事業期間については、本事業の採算性や将来的

な発展性等を考慮して決定している。約 30年と

はしているが、地域の皆様に喜んでいただける

店づくりに努め、30年を超える長期間継続して

事業出来るように努力していきたいと考えてい

る。 
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2 公聴会において述べられた意見及び当該意見に対する事業者の見解の概要 

意見の概要 事業者の見解の概要 

○ 環境を考える以上、人間として最低限の自制

は働かせる必要がある。交通手段に例をとれば、

車ではなく公共交通機関の利用、特に鉄道輸送

の活用を全面的に促進させていくことが当然で

ある。 

 

 

 

 

 

○ 環境問題には、世間の前向きな意志と官民一

体の真摯な取組みなくしては、その実際的な進

展が望めない。そのため、企業におかれても、

広く公共の為にこの事業を興すとの厚い志を持

って頂きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業者に望みたいことは、業務用車両以外の

駐車場は設けないで頂きたいとうことである。

事業者が環境面への配慮から植栽など緑化に努

められていることは承知している。そこをさら

に一歩を進められて、駐車場を設置しないこと

にされれば、緑化とも併せて、低炭素社会構築

の上にも大きく寄与しうることであり、地域へ

の絶大なるサービスである。また、環境モデル

都市なる本市への奇特な貢献である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業者は環境影響評価準備書についての意見

書に対する見解書の中で、工場跡地の転用に全

く問題はない旨主張されているが、この化学工

場はただの化学工場ではなく、その広大な敷地

には、明治から大正にかけての貴重なレンガ建

物が数多く存在し、木々の緑も比較的豊かで、

桜並木などもあった。環境影響評価審査会の自

然環境部会では、委員から、南海本線の電車の

○ 事業者としても公共交通機関の利用を推進す

ることは重要であると考えており、南海本線七

道駅前にエレベータやエスカレータのついた立

体横断施設を設置し、七道駅から安全、安心、

便利に来店頂けるよう計画している。またチラ

シ配布や館内放送、ポスター以外にも公共交通

機関利用者への特典の付与なども行い、少しで

も電車やバスでの来場者の比率を増やすべく計

画している。 

 

○ 近年のイオンの店舗建設や運営はイオンの

「エコストア構想」に基づいて行われている。

本事業計画もイオンの「エコストア構想」に基

づき、省エネルギー、環境効率、安全・安心、

環境、地域循環に配慮し、環境にやさしい店舗

の建設と運営を行う計画である。 

ご指摘のように、環境問題の解決のために企

業の果たす役割も決して小さなものではない

と考えている。事業者としても、地域社会を形

成してゆく一員として、できる限りの役割を果

たしてゆく所存である。 

 

○ イオンはグループ全体で 2011年 9月現在 963

万本の植樹実績があり、本事業計画地に置いて

も 1万本程度の植樹を行う予定である。植樹祭、

育樹祭などを通じて、地域の方々にも木々の育

成に参加いただき、末永くご愛顧賜れる緑豊か

なショッピングセンターを目指している。 

○ 駐車場については、大規模小売店舗を設置す

るものは駐車場の附置義務があり、ご意見のよ

うに駐車場を設置しないことはできないが、駐

車場にはグラスパーキングを導入するなどの環

境対策を通じ、車の利用者にも環境に配慮して

利用していただけるように計画している。 

○ さらに場内の道路は歩車分離を図るととも

に、自転車通行のしやすい幅広い歩道や緑道な

ども整備し、公共交通機関のみならず、徒歩や

自転車利用による利用促進も図る計画である。 

 

○ 敷地内に高木･中木･低木を 1万本程度植える

計画であり、店舗開店時には、近隣住民をお招

きし「植樹祭」を開催し、その後は定期的に植

樹して頂いた樹木の生長を見て頂けるように

「育樹祭」を開催する。 

○ また、南海電車の車窓からは、残された煉瓦

造り建物を中心とする緑道（プロムナード）が

展望できるものと考えている。このプロムナー
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車窓から見た景観の重要性が強調されていた

が、以前のダイセル堺工揚の敷地は、そのモデ

ルともなり得るものであり、事業計画地そのも

のが本来守るべき景観であった。 

 

○ 私たちは、ダイセル跡地を事業者が賃借した

ことが公表される前から、跡地に残る貴重なレ

ンガ建物群の保存活用等を求めて署名活動を行

い堺市に署名を提出すると共に、事業者にも要

望書を送ったが、堺市は一貫して民間のことで

あるとして放置したため、貴重なレンガ建物群

はただ１棟のみを残して、なす術もなく取り壊

されてしまった。 

○ 貴重なレンガ建物の残された跡地と近接する

古い町並みの残された北旅籠町周辺の歴史的地

域が、お互いに関連し合って歴史的・文化的な

まちづくりができれば、地域住民にとっても素

晴らしい町になると同時に、全国的にも注目さ

れ、観光の大きな目玉にもなったはずである。 

○ 平成 22年の 10月 15日、初めて事業者が一般

住民に向けて報告をする第 1回目の説明会で住

民に配布された事業者の開発イメージ図は、後

に公表された実際の計画とは似ても似つかない

ものであった。そこには東側から見て壁のよう

に立ちはだかる建物などは存在せず、広い公園

のようなところに、しゃれた建物が散在してい

るような、緑いっぱいの空間を演出しており、

まるで、以前のダイセル工場の敷地を彷彿とさ

せるようなイメージであったが、現実の開発計

画は、期待と予想を見事に裏切ったもので、以

前のすばらしい工場敷地のイメージや、近接す

る歴史文化的環境への配盧が全く感じられない

計画となっている。 

 

○ 北旅籠町周辺地域は、堺市景観条例において

景観計画の重点地域に指定されている堺環壕都

市地域の中でも、特に、戦災に遭わなかった町

家や歴史的町並みが残り、江戸時代の町割りを

今に伝える貴重な地域として、多くの人に注目

されている地域である。近年、一部住民等も、

町家や町並み保存のための活動を行っている。

堺市もその重要性を認め、現在、歴史的風致維

持向上計画を策定中である。 

○ 事業者の見解書では、この「北旅籠町を含む

旧環濠周辺」の歴史的な景観についても、「南海

本線の高架や七道駅があり、北旅籠町を含む旧

環濠周辺からの景観に大きな変化を与えるもの

ではない」と簡単に述べられているだけである

が、単にその地域から、開発地が見えるか見え

ないかだけを問題にされているような理解に対

ドは 24時間開放しており、七道駅前面から赤煉

瓦広場を経て、阪神高速大和川線沿南側を西進

して国道 26号まで散歩やウォーキング・ジョギ

ングに利用可能である。 

 

○ 煉瓦造り建物につきましては、過去に研究施

設や実験施設として利用されていた経緯があ

り、一般の方に開放することの問題もあるため、

最終的に創業以来、事務所棟として利用されて

いた 1棟のみを保存したと聞いている。 

○ また、煉瓦造り建物は耐震補強を行い、地域

住民・自治会等の日常的な小規模な集会施設等

のスペースを確保し、煉瓦造り建物を中心とす

る緑道（プロムナード）を配置する。 

○ なお、七道駅前に観光案内板を設置し、店舗

内では、堺市が作成している「堺まちあるきマ

ップ」等の観光パンフレットや堺市の歴史を紹

介するパンフレット等の配付など、堺市の観光

案内に努める所存である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 環濠都市内では、寺社などの歴史を感じさせ

る建造物があることは重々承知している。また、

「堺市歴史的風致維持向上計画(案)」において

は、町家等は老朽化が進み、現代風の建物への

建替えや増改築、取り壊しなどが進みつつある

ことから、北旅籠町を含む環濠都市の町並みを

保存整備することになっている。 

○ 本事業では、地元との協議に基づいて生活道

路への進入防止策の検討・実施、事後のモニタ

リングとフィードバックを行い、保存整備への

影響を可能な限り小さくし、北旅籠町の町並み

に配慮して事業計画を進めてまいりたいと考え

ている。 
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し、大いに疑問を感じる。 

○ また、この開発計画については、従来から交

通問題が大きな問題であり、今も、特に生活道

路に流入するショッピングセンターヘの来退店

車両の問題については、解決の決め手を欠いて

いる状態である。私は、先にあげた意見書で、

この問題についても、子供や高齢化率の高い住

民の生命を脅かすばかりでなく、歴史的景観に

対する重大な危機であるということを指摘した

つもりであったが、見解書では、単に従来説明

されていた対策を述べられたに過ぎない。これ

らの対策も、強制力がないため万全でないこと

は、事業者も説明会で認めている。現在、この

地域は町歩き観光のメッカでもあり、その地域

に大量の車が入り込んではおちおち歩いてもい

られず、歴史的環境が損なわれるとともに、観

光にとっても大きな打撃である。 

 

○ 歴史的環境等については、準備書の第 4章「地

域の概況」の第 4節「都市環境」のところに、

第 1項「都市景観」、第 2項「歴史的・文化的景

観」、第 3項「文化財」として若干の記載がある

のみであり、また、第 6章「調査、予測及び評

価の結果」の第 11節「自然景観及び景観」には、

歴史的・文化的景観に関する記載として、開発

敷地内の残存レンガ建物に触れているのみで、

国の登録文化財である市立町家歴史館・清学院

や堺市指定文化財・井上家住宅（鉄砲鍛冶屋敷）

などの存在する北旅籠町周辺の歴史的環境への

影響の調査は全くなされていない。 

○ 環境影響評価審査会の自然環境部会において

は、第 6章の第 10節「人と自然との触れ合い活

動の場」のところにおいて、近隣の公園や河川

敷が環境影響調査の対象地になっているのに、

なぜ内川緑地が選定されていないのかという指

摘があり、その理由について事業者は「都市公

園でないため選定しなかった」と理由にならな

い理由をあげているが、内川緑地を選定した場

合、第 11節において、北旅籠町周辺地域が浮上

することを懸念されたのではないか。内川縁地

を選定すれば、北旅籠町周辺地域への影響も調

査の対象にしなければ筋が通らない。 

○ 「人と自然の触れ合い活動の場」があるのに、

なぜ「人と歴史・文化の触れ合い活動の場」が

ないのか。歴史的な町並みや文化財が存在し、

観光客も多く訪れる北旅籠町周辺地域は、まさ

に「人と歴史・文化の触れ合い活動の場」と言

えるのではないか。また、環境影響評価審査会

の自然環境部会の主な検討項目に「文化財等」

が入っているのも、違和感がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 環境影響評価は「堺市環境影響評価条例」に

基づく「堺市環境影響評価技術指針」により評

価項目の選定を行っている。同技術指針に則り

「人と自然の触れ合い活動の場」を調査項目と

して選定しており、上記「指針」には「人と歴

史・文化の触れ合い活動の場」は評価項目とし

て入っていない。 

○ なお、内川緑地については追加調査を実施し、

「人と自然の触れ合い活動の場」の見地から予

測･評価を実施する。 
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○ 東の土居川公園についても、今でも通行量の

多い紀州街道にこれ以上多くの車が流入すれ

ば、人が道路を横断することも難しくなり、西

側から公園へ行くことが困難になる。また、紀

州街道の東西で地域が分断されることにもな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 昨日の部会には、意見書の概要と事業者の見

解が資料 1として提供されており、それに関し

て、委員が「イオンから歴史的なパネル展示と

かはするのか？」とか「資料 1の意見の認識と

イオンの認識は違うようだが｡」という趣旨の質

問をされた。 

これに対し､堺市は､驚いたことにその質問

が「聞こえなかった｡」と答え、しどろもどろ

になり、開発地に残存しているレンガ建物のこ

とに言及したりして、訳が判らなくなった。そ

して、迷走したあげく最終的に、歴史的な観点

で植樹の樹種を選ぶ話にねじ曲げられてしま

った。委員の発言は最初から大変遠慮がちであ

ったが、私には、委員が「資料 1」と言われた

こともハッキリ聞こえた。しかし、堺市の事務

局は誰一人聞こえなかったというのか？残念

ながら、このような事務局では、まともな環境

アセスメントは到底できないと言わざるを得

ない。環境アセスメント制度に対する信頼を根

幹から揺るがす事態である。 

堺市当局におかれては、このような事態を招

いたことを深く反省され、今後、市民の信頼を

回復されるような公正な環境アセスメントが

実施され、真の意味で事業者と地域住民との共

存共栄を図ることができるように、厳正に指導

監督されることを切望する 

 

○ 事業者におかれても、真摯に住民と向き合い、

住民から信頼され、３０年とは言わず、共にま

ちづくりを語れるような企業に変身されること

を期待する。 

○ ご意見のように本事業により市道三宝高須線

をはじめとして事業計画地周辺の幹線道路の交

通量の増加が見込まれるため、事業者も北旅籠

町だけではなく、来退店車両の周辺の生活道路

への車の進入は極力回避する必要があると考え

ている。 

○ 生活道路への進入については広域交通誘導看

板の設置をはじめパンフレットや店内放送、店

内掲示等による周知、公共交通機関利用者への

特典の付与や七道駅前の立体横断施設設置等の

利用環境の整備による全体の車両交通量の削

減、敷地周辺でのセットバック、アンダーパス

などによるスムーズな入店ができるような配

慮、地元校区自治会との協議に基づく生活道路

への進入防止策の検討・実施（誘導員や看板の

設置場所、設置内容）、事後のモニタリングとフ

ィードバックの実施により、生活道路への進入

は回避できるものと考えている。 

 

○ 事業者に対するご意見ではないので、基本的

な見解は差し控えさせて頂く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今後とも地域住民の皆様と共存共栄を図れる

よう努める所存である。 


